



Effects brought to teams camp city in the Rugby World Cup 2019 : 







































































































ては、ラグビーワールドカップ 2019 終了直後の 2019 年 11 月に実施するとともに、一部















































ルズ代表関係者が北九州市を視察、2016 年 10 月にはウェールズラグビー協会における検








ため、2016 年 11 月に締結された覚書は、事前キャンプに関するものであった 6）。
2.1.2　ウェールズ代表チームの受け入れに向けて事前に行われた各種事業


























































・日程：2018 年 8月 1日～ 5日
・ウェールズからの参加者：9人（元代表選手、指導者、広報等）
・ラグビー教室等：小中高校生対象 4回 345 人参加、社会人等対象 1回 76人、










・日程：2019 年 3月 22日～ 27日
・ウェールズからの参加者：12人（元代表選手、女子現役選手、チェアマン、
CEO、指導者、広報等）
・ラグビー教室等：小中高校生対象 5回 480 人参加、社会人等対象 2回 145 人、










・日程：2019 年 9月 10日～ 16日
・	ウェールズからの参加者：8人（元代表選手、指導者、障害者ラグビー専門家等）
・ラグビー教室等：小中高校生対象 1回 70 人参加、社会人等対象 1回 70 人、
審判・コーチ対象 2回 90人、大学生対象 1回 70人、学校訪問での教室 4回
約約 500 人













・市主催歓迎レセプション：2019 年 9月 14 日、ホテルにて実施。市内小学生
によるウェールズ国歌等の合唱などを実施。









学校訪問 2019 年 9月 17日、代表選手 3人、コーチ 1人が小学校 1校を訪問。








































































・2019 年 9 月 28 日、ラグビーワールドカップ 2019 の視察のため訪日してい
たウェールズのマーク・ドレイクフォード首席大臣が北九州市を訪問し、市
内視察や、市長・市議会議長への表敬訪問等を実施。










































































































　　表 5　回答者の性別および年齢　　　　表 6　回答者の居住地　　　　表 7　回答者の職業等
116          10.7%
199          18.3%
253          23.3%
85            7.8%
79            7.3%
277          25.5%
77            7.1%
1,086       100.0%
380        35.0%
73          6.7%
83          7.6%
56          5.2%
172        15.8%
11          1.0%
171        15.7%
116        10.7%
24          2.2%
1,086     100.0%
18-29 1.6% 4.8% 6.4%
30-39 4.3% 11.7% 16.0%
40-49 12.2% 15.7% 27.9%
50-59 14.3% 11.0% 25.2%
60-69 11.4% 7.2% 18.6%



















































































表 8　ラグビーワールドカップ 2019 での応援チーム
合計　n=1,028 多い順
１番目 ２番目 ３番目 （回答数） （構成比） 上位5チーム
アイルランド 2 20 19 41 4.0%
スコットランド 4 13 21 38 3.7%
日本 765 28 10 803 78.1% 1番
ロシア 0 1 0 1 0.1%
サモア 2 5 13 20 1.9%
ニュージーランド 12 136 82 230 22.4% 3番
南アフリカ 2 97 102 201 19.6% 4番
イタリア 0 0 2 2 0.2%
ナミビア 1 0 3 4 0.4%
カナダ 0 3 8 11 1.1%
イングランド 2 24 65 91 8.9% 5番
フランス 0 4 7 11 1.1%
アルゼンチン 0 2 2 4 0.4%
アメリカ 0 4 4 8 0.8%
トンガ 0 3 5 8 0.8%
オーストラリア 1 6 13 20 1.9%
ウェールズ 24 207 53 284 27.6% 2番
ジョージア 0 0 1 1 0.1%
フィジー 1 0 7 8 0.8%
ウルグアイ 0 2 3 5 0.5%



























































































な属性別）を図 3に示す。回答者全体では 71.1% が「知っている」と回答している。属
性別にみると性別では男性の方がやや認知度が高く、居住地別では市西部の八幡西区、若
松区において認知度が低い傾向がある。年齢別では 18～ 29 歳では「知っている」とする
回答が 46.4%にとどまっている点が特筆すべき点であり、年齢が上がるほど認知度が高く
なっている。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































べき」と合わせると 75.7%がラグビーワールドカップ 2019 後も北九州市とウェールズの
交流を続けていくべきだと考えている。「今後は積極的に交流を行う必要はない」は 3.1%










表 9　ラグビーワールドカップ 2019 に関する消費活動
回答者数 構成比 ※累計
0円 879       80.9% 80.9%
1～5,000円 136       12.5% 93.5%
5,001～10,000円 35         3.2% 96.7%
10,001～30,000円 25         2.3% 99.0%
30,001～50,000円 7           0.6% 99.6%
50,001～100,000円 1           0.1% 99.7%
100,001円～150,000円 1           0.1% 99.8%
150,001円以上 2           0.2% 100.0%
合計 1,086    100.0%
　80.9%の回答者が「0円」と回答し、30,000 円以内までの消費額で 99.0%となっている。
前述 3.2.3「ラグビーワールドカップ 2019 試合観戦の有無」において観戦した回答者は 1.1%
であり、30,000 円以上消費した回答者の比率と概ね一致する。高額の消費を行った市民


































































































































　3.2 で示した 2019 年 11 月に実施した北九州市民を対象としたアンケート調査のうち、4
つの設問については筆者が北九州市民を対象に 2019 年 3月に実施したアンケート調査に






















































図 18　ラグビーワールドカップ 2019 の試合観戦行動に関する調査結果比較
3.3.4　ウェールズ代表が北九州市でキャンプを行ったことの認知度の時点比較





















































































































1）	ラグビーワールドカップ 2019 公式Webサイト「ラグビーワールドカップ 2019™日本大会についてのご報告」




4）	例えば、ウェールズラグビー協会公式ツイッターが 2019 年 9月 16 日に投稿した、ミクニワールドスタジア
ム北九州で少女たちが「Calon	Lan」を歌っている動画は、20 万回以上の再生回数となった。また、筆者が
Youtube に投稿した、同じスタジアムで市民がウェールズ国歌「Land	of	My	Fathers」を歌って選手を迎え入







































スポーツ庁Webサイト　https://www.mext.go.jp/sports/index.htm　（2020 年 2月 1日最終確認）
ラグビーワールドカップ 2019 公式Webサイト　https://www.rugbyworldcup.com/2019　（2020 年 2月 1日最終
確認）
